
平成 22 年度（2010 年度） 

教科目名 公園緑地計画 (Instrumentation Engineering) 

学科名・学年 ： 都市システム工学科 5年  

単 位 数 な ど ： 選択 1 単位 （前期 1コマ，授業時間 21.75 時間） 

担 当 教 員 ： 幡東 孝則 

授業の概要 

公園緑地の種類や必要性及び公園緑地計画における現状や問題点について学習し、それらの知識を活用した緑地計画

の演習を行い、計画の基本的な方針や計画手法の習得を目標とする。演習はワークショップタイプで進め、グループご

とに発表を行う。 

達成目標と評価方法       大分高専目標(B2)，JABEE 目標(g)

(1) 緑地の効用を理解する．(定期試験) 

(2) 緑地の種類を理解する．(定期試験) 

(3) 緑地計画の手法理解をする．(演習)   

回 授  業  項  目 内 容 理解度の自己点検 
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１．緑の効用について 

  緑地の意義について 

 

２．緑地の種類 

 

３．緑化の目的 

４．演習（１） 

  演習（１） 

５．緑地計画 

 １）計画の基本方針 

 

 ２）動線計画 

 

 ３）ゾーン計画 

６．演習（２） 

  演習（２） 

  演習（３） 

  演習（３） 

演習（３） 

○何故、緑地が必要なのか考える。 

○緑地の意義を機能毎に分類し理解する。

 

○公園緑地の機能と種類について理解す

る。 

○緑化の目的と種類について理解する。 

○緑化手法の確認（道路の緑化）。 

○身近な緑の確認とその目的確認。 

 

○計画の拠所となる基本方針の設定方法

を理解する。 

○動線計画の種類・手法について理解す

る。 

○ゾーン計画の考え方について理解する。

○個人住宅を利用した計画演習。 

○グループ発表と解説。 

○公園緑地の計画演習。 

○グループ発表と解説。 

 

【理解の度合い】 

15 前期期末試験  【試験の点数】   点

 前期期末試験の解答と解説   

履修上の注意 演習（作図）を行う授業であることを理解しておくこと。 

教 科 書 なし 

参 考 図 書 
北村 信正、「計画と設計の実際」、技報堂． 

国土交通省監修，「都市公園技術標準解説書」，日本公演緑地協会等 

自学上の注意 

日常の中で常に"緑"を意識した生活態度を心がける。また，新聞等で緑

に関する記事があれば眼を通したり，ファイリングを行うように務め

る。 

関 連 科 目 建築学概論 

総 合 評 価 

達成目標の(1)～(3)について，定期試験と演習（課題）で評価する。 

定期試験の成績(80%)および課題の成績(20%)により評価する．また，授

業態度により評価点からその 20%を上限として減点しこれを総合評価

とする．総合評価が 60 点以上を合格とする。再試験は原則として実施

しない。 

【総合達成度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合評価】    点 

 


